
2009 年度 小委員会活動成果報告 
（2010 年 2 月 6 日作成） 

小委員会名 音響数値解析小委員会 
主 査 名：佐久間哲哉 
就任年月：2007 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

 環境工学本委員会 
（音環境運営委員会） 

委員長名：久野覚 
主 査 名：田端淳 

設 置 期 間    2009 年 4 月  ～  2013 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・音場境界条件に関するベンチマークの検討 
・実空間音響シミュレーションの事例収集 
・書籍出版の準備 
・ベンチマークホームページ(AIJ-BPCA)の運用・管理 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有 

佐久間（東大）、大嶋（新潟大）、富来（大分大）、横田（小林理研）、河井（関西

大）、大鶴（大分大）、堀之内（京大）、坂本（東大）、安田（東大）、豊田（京大）、

星（日大）、鬼束（ヤマハ）、鶴（日東紡音響）、石塚（清水建設）、鈴木（日本エ

ヴィクサー） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

 

2009 年度予算   94,000 円 ホームページ公開の有無：有（暫定） 

委員会 HP アドレス：http://gacoust.hwe.oita-u.ac.jp/AIJ-BPCA/comp_subcom.html 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数       ４回（３月委員会を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．境界条件に関するベンチマークを拡充。 
２．実空間の実測データとともに解析データを収集。 
３．出版フォーマットを作成、執筆内容を確認、議論。 
４．ベンチマークホームページ(AIJ-BPCA)の公開継続。 

動の問題点・課題 1. 来年度も図書刊行企画準備を継続する。２．シンポジウムを開催予定。 

＊ 小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。 


